
声
に
出
し
て
読
む
万
葉
集

第
四
十
八
回

巻
八

其
の
二

春
雑
歌

つ
づ
き

一
四
四
一

[

題
詞]

大
伴
宿
祢
家
持
の
鴬
の
歌
一
首

[

原
文]

打
霧
之

雪
者
零
乍

然
為
我
二

吾
宅
乃
苑
尓

鴬
鳴
裳

[

訓
読]

う
ち

き霧
ら
し
雪
は
降
り
つ
つ
し
か
す
が
に

わ

ぎ

へ

我
家
の

そ
の苑

に
う
ぐ
ひ
す

鴬

鳴
く
も

▽
語
釈

霧
ら
し
＝
霧
で
く
も
ら
せ
る
。

し
か
す
が
に
＝
そ
う
で
は
あ
る
が
。

一
四
四
二

[

題
詞]

大
蔵
少
輔

た
ぢ
ひ
の
や

丹
比
屋

ぬ
し
の

主
ま

ひ

と

真
人
の
歌
一
首

[

原
文]

難
波
邊
尓

人
之
行
礼
波

後
居
而

春
菜
採
兒
乎

見
之
悲
也

[

訓
読]

な

に

は

難
波

へ辺
に
人
の
行
け
れ
ば

お
く後

れ
ゐ居

て
は
る春
な菜
つ摘

む
子
を
見
る
が
悲
し
さ

一
四
四
三

[

題
詞]

た
ぢ
ひ
の

丹
比

ま

ひ

と

真
人

お
と乙
ま

ろ

麻
呂
の
歌
一
首

[

屋
主
真
人
の
第
二
子
也]

[

原
文]

霞
立

野
上
乃
方
尓

行
之
可
波

鴬
鳴
都

春
尓
成
良
思

[

訓
読]

霞
立
つ
野
の

へ上
の

か
た方

に
行
き
し
か
ば
鴬
鳴
き
つ
春
に
な
る
ら
し

一
四
四
四

[

題
詞]

た
か
た
の

高
田

お
ほ
き
み

女
王
の
歌
一
首

[

高
安
（
天
武
天
皇
の
子
、
長
皇
子
の
孫
）
の

む
す
め

女

也]



[
原
文]

山
振
之

咲
有
野
邊
乃

都
保
須
美
礼

此
春
之
雨
尓

盛
奈
里
鶏
利

[

訓
読]

山
吹
の
咲
き
た
る
野
辺
の
つ
ほ
す
み
れ
こ
の
春
の
雨
に
盛
り
な
り
け
り

一
四
四
五

[

題
詞]

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

[

原
文]

風
交

雪
者
雖
零

實
尓
不
成

吾
宅
之
梅
乎

花
尓
令
落
莫

[

訓
読]

風
ま
じ交

り
雪
は
降
る
と
も
実
に
な
ら
ぬ

わ

ぎ

へ

我
家
の
梅
を
花
に
散
ら
す
な

一
四
四
六

[

題
詞]

大
伴
宿
祢
家
持
の
春
の
雉
の
歌
一
首

[

原
文]

春
野
尓

安
佐
留
雉
乃

妻
戀
尓

己
我
當
乎

人
尓
令
知
管

[

訓
読]

春
の
野
に
あ
さ
る

き
ぎ
し

雉

の
妻
恋
ひ
に
お
の
が
あ
た
り
を
人
に
知
れ
つ
つ

一
四
四
七

[

題
詞]

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

[

原
文]

尋
常

聞
者
苦
寸

喚
子
鳥

音
奈
都
炊

時
庭
成
奴

[

訓
読]

世
の
常
に
聞
け
ば
苦
し
き

よ

ぶ

こ

呼
子

ど
り鳥

声
な
つ
か
し
き
時
に
は
な
り
ぬ

右
の
一
首
は
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）
三
月
一
日
佐
保
の
宅
に
て
作
れ
り
。

春
相
聞

一
四
四
八

[

題
詞]

大
伴
宿
祢
家
持
、
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
れ
る
歌
一
首

[

原
文]

吾
屋
外
尓

蒔
之
瞿
麥

何
時
毛

花
尓
咲
奈
武

名
蘇
經
乍
見
武

[

訓
読]

我
が
や
ど
に

ま蒔
き
し
な
で
し
こ
い
つ
し
か
も
花
に
咲
き
な
む
な
そ
へ
つ
つ
見
む

▽
語
釈



な
そ
へ
＝
甲
で
な
い
乙
を
甲
で
あ
る
と
見
立
て
る
。

一
四
四
九

[

題
詞]

大
伴
田
村
家
の
大
嬢
、

い
も
う
と

妹

坂
上
大
嬢
に
与
ふ
る
歌
一
首

[

原
文]

茅
花
抜

淺
茅
之
原
乃

都
保
須
美
礼

今
盛
有

吾
戀
苦
波

[

訓
読]

つ茅
ば
な花
ぬ抜

く
あ

さ

ぢ

浅
茅
が
原
の
つ
ほ
す
み
れ
今
盛
り
な
り
我
が
恋
ふ
ら
く
は

▽
語
釈

茅
花
＝
晩
春
に
出
る
チ
ガ
ヤ
の
花
穂
。
引
き
抜
い
て
食
べ
た
。

一
四
五
〇

題
詞]

大
伴
宿
祢
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

[

原
文]

情
具
伎

物
尓
曽
有
鶏
類

春
霞

多
奈
引
時
尓

戀
乃
繁
者

[

訓
読]

心
ぐ
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
春
霞
た
な
び
く
時
に
恋
の
繁
き
は

▽
語
釈

心
ぐ
し
＝
心
が
切
な
く
苦
し
い
。

一
四
五
一

[

題
詞]

笠
女
郎
、
大
伴
家
持
に
贈
れ
る
歌
一
首

[

原
文]

水
鳥
之

鴨
乃
羽
色
乃

春
山
乃

於
保
束
無
毛

所
念
可
聞

[

訓
読]

水
鳥
の
鴨
の

は羽
い
ろ色

の
は
る
や
ま

春
山
の
お
ほ
つ
か
な
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も

一
四
五
二

[

題
詞]

紀
女
郎
の
歌
一
首

[

名
曰
小
鹿
也]

[

原
文]

闇
夜
有
者

宇
倍
毛
不
来
座

梅
花

開
月
夜
尓

伊
而
麻
左
自
常
屋

[

訓
読]

闇
な
ら
ば
う
べ
も
来
ま
さ
じ
梅
の
花
咲
け
る

つ

く

よ

月
夜
に
出
で
ま
さ
じ
と
や



一
四
五
三

[

題
詞]
天
平
五
年
（
七
三
三
）

み
づ
の
と

癸
と
り酉

春
閏
三
月
、
笠
朝
臣
金
村
、
入
唐
使
に
贈
る
歌
一
首[

并
短
歌]

[

原
文]

玉
手
次

不
懸
時
無

氣
緒
尓

吾
念
公
者

虚
蝉
之

世
人
有
者

大
王
之

命
恐

夕
去
者

鶴
之
妻
喚

難
波
方

三
津
埼
従

大
舶
尓

二
梶
繁
貫

白
浪
乃

高
荒
海
乎

嶋
傳

伊
別
徃
者

留
有

吾
者
幣
引

齋
乍

公

乎
者
将
待

早
還
万
世

[

訓
読]

玉
た
す
き

懸
け
ぬ
時
な
く

い
き息

の
を緒

に

我
が
思
ふ
君
は

う
つ
せ
み
の

世
の
人
な
れ
ば

大
君
の

み
こ
と

命
か
し
こ

畏

み

夕
さ
れ
ば

た
づ鶴

が
妻
呼
ぶ

な

に

は

難
波

が
た潟

み

つ

御
津
の
崎
よ
り

お
ほ
ぶ
ね

大
船
に

ま真
か
ぢ楫

し
じ

ぬ貫
き

白
波
の

高
き

あ

る

み

荒
海
を

島
伝
ひ

い
別
れ
行
か
ば

留
ま
れ
る

我
れ
は

ぬ
さ幣

引
き

い
は斎

ひ
つ
つ

君
を
ば
待
た
む

早
帰
り
ま
せ

▼
注
釈

天
平
四
年
八
月
十
七
日
、
丹
比
真
人
広
成
は
遣
唐
大
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
五
年
閏
三
月
二
十
六
日
に
節
刀
を
授

け
ら
れ
、
四
月
三
日
、
難
波
の
御
津
を
出
発
し
た
。
三
首
は
そ
の
時
の
遣
唐
使
餞
別
の
宴
で
詠
ま
れ
た
作
と
見
ら

れ
る
（
『
釋
注
』
）
。

一
四
五
四

反
歌

[

原
文]

波
上
従

所
見
兒
嶋
之

雲
隠

穴
氣
衝
之

相
別
去
者

[

訓
読]

波
の
上
ゆ
見
ゆ
る
小
島
の
雲
隠
り
あ
な
息
づ
か
し
相
別
れ
な
ば

一
四
五
五

反
歌

[

原
文]

玉
切

命
向

戀
従
者

公
之
三
舶
乃

梶
柄
母
我

[

訓
読]

た
ま
き
は
る

い
の
ち

命

に
向
ひ
恋
ひ
む
ゆ
は
君
が

み

ふ

ね

御
船
の

か
ぢ
か
ら

楫
柄
に
も
が

一
四
五
六

[

題
詞]

藤
原
朝
臣
廣
嗣
、
櫻
花
を

を

と

め

娘
子
に
贈
る
歌
一
首

[

原
文]

此
花
乃

一
与
能
内
尓

百
種
乃

言
曽
隠
有

於
保
呂
可
尓
為
莫

[

訓
読]

こ
の
花
の

ひ

と

よ

一
節
の
う
ち
に

も
も
く
さ

百
種
の

こ
と言

ぞ
こ
も隠

れ
る
お
ほ
ろ
か
に
す
な



一
四
五
七

[

題
詞]

娘
子
の
和
ふ
る
歌
一
首

[

原
文]
此
花
乃

一
与
能
裏
波

百
種
乃

言
持
不
勝
而

所
折
家
良
受
也

[

訓
読]

こ
の
花
の
一
節
の
う
ち
は
百
種
の
言
待
ち
か
ね
て
折
ら
え
け
ら
ず
や

一
四
五
八

[

題
詞]

厚
見
王
（
系
譜
未
詳
）
、

く

め

の

久
米

い
ら
つ
め

女
郎
（
伝
未
詳
）
に
贈
る
歌
一
首

[

原
文]

室
戸
在

櫻
花
者

今
毛
香
聞

松
風
疾

地
尓
落
良
武

[

訓
読]

や
ど
に
あ
る
桜
の
花
は
今
も
か
も
松
風
早
み

つ
ち地

に
散
る
ら
む

一
四
五
九

[

題
詞]

久
米
女
郎
、

こ
た報

へ
贈
る
歌
一
首

[

原
文]

世
間
毛

常
尓
師
不
有
者

室
戸
尓
有

櫻
花
乃

不
所
比
日
可
聞

[

訓
読]

よ
の
な
か

世
間
も
常
に
し
あ
ら
ね
ば
や
ど
に
あ
る
桜
の
花
の
散
れ
る
こ
ろ
か
も

一
四
六
〇

[

題
詞]

紀
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
れ
る
歌
二
首

[

原
文]

戯
奴

[

變
云

和
氣]

之
為

吾
手
母
須
麻
尓

春
野
尓

抜
流
茅
花
曽

御
食
而
肥
座

[

訓
読]

わ戯
け奴

[

變
云

わ
け]

が
た
め
我
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
抜
け
る

つ茅
ば
な花

ぞ
食
し
て
肥
え
ま
せ

▽
語
釈

戯
奴
＝
人
を
親
し
ん
で
言
う
語
。

す
ま
に
＝
休
め
ず
に
。

一
四
六
一

[

原
文]

晝
者
咲

夜
者
戀
宿

合
歡
木
花

君
耳
将
見
哉

和
氣
佐
倍
尓
見
代



[
訓
読]

昼
は
咲
き

よ
る夜

は
恋
ひ

ぬ寝
る

ね

ぶ

合
歓
木
の
花
君
の
み
見
め
や

わ戯
け奴

さ
へ
に
見
よ

[

左
注]
右
は
、
合
歡
の
花
と

つ茅
ば
な花

と
を
折
り

よ攀
ぢ
て
贈
る
。

▽
語
釈

君
＝
主
君
。
自
分
を
い
う
。

さ
へ
＝
副
助
詞
。
「
添
へ
」
の
転
と
考
え
ら
れ
る
。
「
そ
の
上
…
ま
で
」

一
四
六
二

[

題
詞]

大
伴
家
持
の
贈
り
和
へ
る
歌
二
首

[

原
文]

吾
君
尓

戯
奴
者
戀
良
思

給
有

茅
花
手
雖
喫

弥
痩
尓
夜
須

[

訓
読]

我
が
君
に

わ戯
け奴

は
恋
ふ
ら
し
賜
り
た
る

つ茅
ば
な花

を
は食

め
ど
い
や

や痩
せ
に
痩
す

一
四
六
三

[

原
文]

吾
妹
子
之

形
見
乃
合
歡
木
者

花
耳
尓

咲
而
盖

實
尓
不
成
鴨

[

訓
読]

わ
ぎ我
も

こ

妹
子
が

か

た

み

形
見
の

ね

ぶ

合
歓
木
は
花
の
み
に
咲
き
て
け
だ
し
く
実
に
な
ら
じ
か
も

▽
語
釈

け
だ
し
＝
お
そ
ら
く
。
た
ぶ
ん
。

一
四
六
四

[

原
文]

春
霞

軽
引
山
乃

隔
者

妹
尓
不
相
而

月
曽
經
去
来

[

訓
読]

春
霞
た
な
び
く
山
の
へ
な
れ
れ
ば
妹
に
逢
は
ず
て
月
ぞ
経
に
け
る

[

左
注]

右
は
、

く

に

の

久
邇

み
や
こ

京

よ
り

な

ら

寧
樂
の

い
へ宅

に
贈
れ
り
。


